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声
現
代
の
青
年
心
理

梵
ど
の
時
代
で
も
青
年
期
は
「
疾
風

「
一
断
面
」

　
斉
　
藤
大
　
馨

や
伝
統
や
歴
史
に
対
し
て
盲
従
せ
ず

ド
の
コ
ー
ヒ
ー
代
も
、
男
・
女
割
り

勘
の
チ
ャ
ッ
カ
リ
組
が
多
い
。

　
感
謝
と
か
報
恩
の
考
え
方
を
す
る

も
の
は
少
な
い
。
権
利
、
義
務
の
思

想
、
と
く
に
権
利
の
要
求
は
強
く
、

一
歩
ひ
き
さ
が
る
こ
と
は
、
敗
北
だ

化
を
迎
え
て
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
私
の
い
い
た
い
の
は
、
西

洋
の
権
利
思
想
の
バ
ッ
ク
に
は
、
キ

リ
ス
ト
教
精
神
が
裏
づ
け
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

中
里
文
芸

　
　
　
　
三
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

指
の
血
を
吸
わ
せ
て
雪
に
華
か
く
木

々　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

空
き
間
洩
る
風
の
寒
さ
や
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

姥
捨
て
の
く
ぬ
ぎ
林
に
密
な
る
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

寒
明
け
の
溜
り
夕
日
の
影
と
ど
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

雪
の
園
し
ば
ら
く
夢
の
万
語
充
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

産
湯
し
た
里
の
か
お
り
の
蕗
の
と
う

怒
濤
」
で
、
精
神
の
動
揺
が
激
し
い

合
理
な
立
場
か
ら
批
判
す
る
。
伝
統

と
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
働

政
治
・
経
済
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
さ

春
寒
や
何
ん
の
思
案
の
ふ
と
こ
ろ
手

寂
子

垂
垂
墾
垂
…

高
い
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
氏
の
文

た
だ
さ
え
社
会
の
動
き
に
敏
感
な
の

．
が
因
襲
に
な
っ
て
、
動
き
の
と
れ
な

く
権
利
が
あ
る
。
文
化
生
活
を
す
る

さ
え
る
も
の
は
「
愛
あ
る
と
こ
ろ
に

泥
　
　
　
　
　
　
　
泥
児

陽
に
な
ご
み
又
ふ
ぶ
か
る
・
梅
の
枝

集
「
翼
の
贈
物
」
を
日
本
語
訳
。

に
、
技
術
革
新
に
つ
ぐ
技
術
革
新
で

い
も
の
も
あ
る
か
ら
、
合
理
主
義
の

権
利
が
あ
る
。
戦
前
ボ
ー
ナ
ス
は
恩

神
い
ま
す
」
の
宗
教
心
で
あ
る
。

し
た
た
か
に
着
込
ん
だ
妻
の
細
う
な

菊
子

ス
ピ
ー
ド
を
、
美
を
、
冒
険
を
求

科
学
の
進
歩
発
展
は
め
ま
ぐ
る
し
い

フ
ル
イ
に
か
け
る
の
は
時
代
の
要
請

恵
の
意
昧
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は

と
こ
ろ
が
わ
が
国
で
は
、
権
利
思

じ

早
春
の
心
引
か
れ
し
大
鳥
居

め
て
未
知
の
世
界
に
挑
む
歓
び
。
「
カ

そ
れ
だ
け
に
青
年
心
理
は
異
常
な
ま

で
も
あ
る
。

生
活
権
に
組
み
入
れ
て
堂
々
と
要
求

想
の
バ
ッ
ク
に
宗
教
心
が
な
い
。
だ

カ
　
ウ

深
雪

モ
メ
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」
の
魂
の
航
跡

で
に
大
き
く
ゆ
れ
る
。

と
い
っ
て
も
そ
の
理
論
が
、
理
論

す
る
。

か
ら
総
資
本
、
総
労
働
の
対
決
に
発

余
寒
の
夜
惜
別
の
子
と
く
み
交
す

束
ね
髪
る
つ
ぼ
に
つ
な
ぐ
春
の
虹

を
自
ら
の
体
験
か
ら
謳
う
。
R
・
バ

ゲ
バ
学
生
も
い
る
か
と
思
え
ば
無

の
た
め
の
理
論
に
お
わ
り
、
往
々
に

西
欧
思
想
が
溜
々
と
、
あ
ら
ゆ
る

展
し
や
す
い
。

峰
月

玉
泉

ッ
ク
の
集
大
成

気
力
な
フ
ー
テ
ン
族
も
い
る
。
感
情

が
抑
え
き
れ
ず
に
凶
行
犯
に
走
る
も

の
も
あ
る
。
希
望
に
も
え
て
優
越
感

し
て
屍
理
屈
と
な
る
。
現
実
の
解
決

に
、
一
向
プ
ラ
ス
し
な
い
場
合
も
少

な
く
な
い
。
と
り
わ
け
人
間
関
係
は

面
で
脚
下
を
洗
っ
て
い
る
。
だ
が
、

権
利
思
想
と
か
、
要
求
に
つ
ぐ
要
求

時
代
も
峠
が
見
え
て
来
た
。
労
・
使

　
こ
う
い
う
時
代
と
、
青
年
心
理
を

十
二
分
に
理
解
し
、
ど
う
し
た
ら
ば

善
い
灯
を
点
火
出
来
る
か
を
真
剣
に

南
天
の
実
に
鈴
な
り
の
み
そ
さ
ざ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
山

念
佛
の
鐘
の
音
寒
の
月
高
し

な
ご
や
か
に
陽
ご
と
雨
ご
と
春
息
吹

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

人
生
往
来

を
も
つ
か
と
思
う
と
、
些
細
な
こ
と

に
も
忍
耐
力
が
な
く
、
た
ち
ま
ち
劣

複
雑
多
岐
で
、
二
・
ニ
ン
が
四
と
割

り
切
れ
な
い
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ

協
力
の
大
き
な
動
き
が
、
資
本
自
由

　
今
月
の
購
入
図
書
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
よ
う
。

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
ま
・
‡
‡
‡
‡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

　
　
大
泉

有
士
籔
子 　

　
ひ
な
か
ざ
り
に
こ
に
こ
顔
の
一
家
族

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

　
　
な
が
め
せ
し
ま
に
　
　
半
村
良

◎
産
声

氏
名
　
父
の
名
　
部
落

等
感
に
急
襲
さ
れ
る
。
発
育
ざ
か
n

る
。

で
す
。
も
う
す
ぐ
雪
も
消
え
、
農
作

心
優
し
き
叛
逆
者
た
ち
井
上
光
晴

サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
媚
館
山
崎
朋
子

円
型
水
槽
　
　
　
　
　
曾
野
綾
子

村
山
和
夫
詔
平
　
　
宮
中

で
心
・
身
の
調
和
が
、
と
れ
て
い
な

科
学
精
神
に
養
わ
れ
て
い
る
か
ら

業
な
ど
も
始
ま
り
ま
す
が
、
暇
を
見

高
杉
晋
作
　
　
　
　
尾
崎
士
郎

薬
用
植
物
裁
培
全
科

翼
の
贈
物
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ッ
ク

山
田
琢
也
茂
夫
　
　
清
田
山

い
か
ら
で
あ
る
。

ど
う
も
ゆ
た
か
な
人
間
性
に
と
ぽ
し

つ
け
て
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

越
後
の
わ
ら
べ
唄
歳
時
記

い
ま
学
校
で
　
　
　
朝
日
新
聞
社

火
と
風
の
論
告
　
　
　
有
野
頼
義

柳
　
　
淳
子
辰
三
　
　
本
屋
敷

現
代
の
青
年
の
特
徴
は
「
天
は
人

い
。
い
わ
ば
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
、
四

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

渡
辺
行
一

や
さ
し
い
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

越
佐
の
ふ
し
ぎ
話

山
田
勝
美
勝
信
　
　
清
田
山

の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず
、
人
の
下
に

季
の
移
り
か
わ
り
に
も
心
を
よ
せ
る

た
の
し
い
ゲ
ー
ム

花
ぐ
る
ま
　
　
　
　
田
中
澄
江

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
入
門

ス
パ
イ
に
な
り
た
か
っ
た
ス
パ
イ

富
井
由
香
正
宏
　
田
沢

人
を
つ
く
ら
ず
」
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

青
年
は
少
な
く
な
っ
た
。
現
代
社
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
第
二
集

旅
の
重
さ
　
　
　
　
　
素
九
鬼
子

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

G
・
ミ
ケ
シ
ェ

富
井
睦
美
　
勇
　
　
市
Z
越

の
教
育
を
受
け
て
い
る
。
勢
い
対
等

の
流
通
機
械
の
中
で
便
利
な
生
活
を

楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
歌
集

嫁
と
姑
の
対
話
　
　
新
開
千
枝
子

に
っ
ぱ
ん
の
商
人

鳥
海
山
　
　
　
　
　
森
敦

◎
高
砂

の
立
場
で
も
の
を
い
お
う
と
す
る
し

上
下
の
差
別
を
認
め
よ
う
と
し
な
い

青
年
相
互
間
な
ら
そ
れ
で
よ
い
が
親

送
っ
て
い
る
と
、
季
感
を
感
じ
な
い

よ
う
に
な
る
。
花
開
く
と
き
蝶
来
た

り
、
蝶
来
る
と
花
開
く
と
い
う
よ
う

鳩
子
（
風
紋
篇
）
　
　
　
林
秀
彦

私
の
個
人
主
義
　
　
　
夏
目
瀬
石

巨
人
軍
の
鬼
と
い
わ
れ
て

新
刊
図

書
案
内

日
本
の
雪
　
　
　
高
橋
喜
平

〈
新
刊
図
書
よ
り
〉

○
円
型
水
槽
　
　
　
曾
野
綾
子

翻
躰
探
嘉
筋

◎
昇
天

と
子
、
教
師
と
生
徒
、
上
役
と
下
役

の
タ
テ
の
関
係
を
否
定
し
、
身
の
ほ

な
、
大
自
然
の
営
み
に
無
関
心
で
あ

る
。
道
と
い
え
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
哲
治

ブ
ー
さ
ん
先
生
と
子
供
た
ち

葉
隠
　
　
　
山
本
学
朝
・
田
代
陣
基

マ
カ
ル
ー
西
稜
　
ロ
ベ
ー
ル
・
パ
ラ
ゴ

　
　
　
　
　
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ
サ
ン

逆
転
の
発
想
　
　
　
　
糸
川
英
夫

「
虚
構
の
家
」
に
続
く
新
作
。

一
流
商
社
員
か
ら
水
族
館
飼
育
係
に

氏
名
年
令
　
　
部
落

広
田
耕
八
（
六
六
）
　
　
　
小
原

ど
を
わ
き
ま
え
ぬ
も
の
さ
え
い
る
。

か
り
で
、
母
な
る
天
地
の
感
触
を
だ

吉
岡
た
す
く

柳
沢
吉
保
の
生
涯
　
　
　
塩
田
道
夫

雪
の
高
田
物
語
　
　
　
杉
み
き
子

突
然
転
職
し
、
妻
と
も
別
居
し
た
猪

村
山
久
繁
（
妻
）
　
　
　
上
山

そ
の
反
面
、
自
分
の
思
う
こ
と
を
ハ

ん
だ
ん
忘
れ
去
ら
れ
て
行
く
よ
う
だ

元
腺
太
平
記
　
　
　
南
条
範
夫

ワ
イ
ン
町
長
奮
戦
記
　
　
丸
谷
金
保

崩
れ
ゆ
く
日
本
を
ど
う
救
う
か

山
は
、
円
刑
芙
水
槽
に
群
れ
る
魚
た

鈴
木
久
作
（
八
四
　
　
　
角
間
間

ッ
キ
リ
言
う
、
こ
の
点
は
フ
ラ
ン
ク

ド
ラ
イ
で
経
済
的
で
現
実
的
で
、

酒
の
肴
＋
ニ
ケ
月

日
本
の
村
再
考
　
　
　
山
下
惣
一

松下五乏

助

ち
に
人
間
愛
憎
の
縮
図
を
見
た
。

樋
口
新
一
（
七
9
　
　
　
小
原

で
明
朗
で
あ
る
。
そ
れ
に
す
ぺ
て
の

す
べ
て
が
計
算
づ
く
の
よ
う
に
思
わ

懐
し
い
恋
人
た
ち
　
　
永
六
輔

追
放
と
自
由
　
　
　
季
恢
成

森
敦
の
お
か
っ
ぱ
愛
情
学
森
敦

生
甲
斐
と
は
何
か
、
夫
婦
の
き
ず

井
ノ
川
キ
ク
（
七
八
）
　
　
　
如
来
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

も
の
を
、
二
・
ニ
ン
が
四
と
割
り
切

れ
る
。
彼
等
の
仲
間
で
「
割
り
勘
」

体
力
づ
く
り

漂
泊
の
詩
　
　
　
　
森
山
隆
平

ド
ン
松
五
郎
の
生
活
井
上
ひ
さ
し

な
と
は
何
か
を
鋭
く
問
う
！

島
田
　
ミ
キ
（
益
）
　
　
　
倉
俣

る
合
理
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
。
科

が
は
や
っ
て
い
る
の
も
2
な
づ
け
る

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

新
潟
県
の
嫁
と
り
婿
と
り

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
　
　
大
橋
歩

○
翼
の
贈
物

渡
辺
豊
作
（
六
四
　
　
　
高
道
山

学
教
育
か
ら
き
て
い
て
特
権
や
家
柄

ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
、
ガ
ー
ル
フ
レ
ン

モ
ッ
キ
ン
ポ
ッ
ト
師
の
後
如
来

女
二
人
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

警
視
庁
草
紙
　
　
　
　
山
田
風
太
郎

「
カ
モ
メ
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」
で
名

山
本
サ
ダ
（
六
さ
　
　
　
　
桂
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募
　
　
集

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は

左
記
の
要
領
に
よ
り
消
防
職
員
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

8
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　
消
防
士
四
名

口
受
験
資
格

qD
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
同
程
度

　
以
上
Q
宰
刀
を
有
す
る
者
で
、
昭

　
和
2
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
2
年

　
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
。

ω
品
行
方
正
、
身
元
確
実
、
か
つ
十

　
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

　
里
村
に
居
住
可
能
な
者

㈹
身
長
一
五
八
㎝
以
上
、
胸
囲
は
身

　
長
の
去
以
上
、
体
重
50
㎏
程
度
以

　
上
、
視
力
08
以
上
、
一
眼
の
場
合

　
そ
れ
ぞ
れ
0
5
以
上
（
矯
正
視
力
可

　
）
で
弁
色
力
正
常
、
そ
の
他
身
体

　
強
健
で
体
質
上
欠
陥
の
な
い
者
。

日
試
験
の
方
法

　
試
験
は
教
養
試
験
、
口
述
試
験
、

第
］
回
定
例
議
会
開
か
る

　
　
　
ー
婦
人
会
員
が
傍
聴
－

第
一
回
中
里
村
議
会
定
例
会
が
去
　
会
期
は
二
十
五
日
ま
で
の
予
定
で
、

る
十
一
日
か
ら
始
っ
た
。
　
　
　
　
　
こ
の
間
一
般
質
問
に
続
い
て
昭
和
五

身
体
検
査
、
体
力
診
断
テ
ス
ト
並

　びに

身
上
調
査
を
行
い
ま
す
。

qD
教
養
試
験
は
次
の
科
目
か
ら
出
題

　
し
筆
記
に
よ
り
行
い
ま
す
。

国
語
、
数
学
、
社
会
常
識

　
論
文
（
ま
た
は
作
文
）

働
口
述
試
験
は
主
と
し
て
人
物
に
つ

　
い
て
面
接
に
よ
り
行
い
ま
す
。

個
身
体
検
査
は
、
職
務
遂
行
に
必
要

　
な
健
康
度
を
有
す
る
か
ど
う
か
に

　
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

鰯
体
力
診
断
テ
ス
ト
は
職
務
を
遂
行

　
す
る
に
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か

　
ど
う
か
に
つ
い
て
テ
ス
ト
を
行
い

　
ま
す
。

㈲
身
上
調
査
は
、
受
験
資
格
の
有
無

　
申
込
記
載
事
項
の
真
否
等
に
つ
い

　
て
調
査
し
ま
す
。

四
試
験
の
期
日
及
び
場
所

qD
期
日
　
昭
和
50
年
4
月
6
日
（
日
）

鋤
場
所
及
び
時
刻
等
は
受
験
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

田
受
験
手
続
き

qD
申
込

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
又
は
十

　
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、
川

　
西
分
遣
所
、
津
南
分
遣
所
、
中
里

　
村
役
場
総
務
課
の
い
ず
れ
か
に
次

　
の
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

ア
受
験
申
込
童
日

イ
身
上
調
末
且

　
ウ
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

　
工
身
体
検
査
書

ω
受
付
期
間

　
3
月
25
日
午
後
5
時
ま
で

因
結
果
の
通
知

　
決
定
次
第
本
人
宛
通
知
し
ま
す
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
総

務
課
（
T
E
L
十
日
町
七
i
一
五
五

五
）
宛
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

十
年
度
中
里
村
一
般
会
計
予
算
、
中

里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
及
び

使
用
条
例
制
定
等
三
十
七
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
又
、
初
日
に
は
田
沢
地
区
婦
人

会
員
三
十
名
が
議
会
を
傍
聴
、
一
般

質
問
に
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し

た
。
尚
、
今
議
会
の
主
だ
っ
た
内
容

に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

ぎ
ロ
ら
ぎ
　
ロ
こ
コ
る
　
を
ぎ
る
タ
ま
ニ
ヨ
る
お
る
タ
ら
じ
も
ぎ
　
ヨ
じ
コ

事
故
防
止
を

　
　
　
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
除
牽
ヨ
作
業

　
去
る
七
日
、
交
通
安
全
協
会
の
役

員
約
二
十
名
が
出
動
、
村
の
ロ
ー
タ

リ
ー
車
を
使
っ
て
、
小
原
、
芋
沢
両
踏

切
り
で
の
車
輔
の
見
通
し
を
良
く
す

る
た
め
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た

戦
没
者
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
支
給

　
請
求
期
間
は

　
5
月
28
日
ま
で
に

　
さ
き
の
大
戦
で
戦
没
さ
れ
た
方
々

の
遺
族
で
年
金
等
の
受
給
資
格
の
あ

る
人
が
い
な
い
時
は
、
戦
没
者
の
妻

子
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
等
に
「
特
別
弔

慰
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
5
月
28
日
ま
で
に
請
求
し
な

い
と
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ

請
求
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
請
求

し
て
下
さ
い
。

　
請
求
の
条
件
は
次
の
通
り
で
す
。

　
H
昭
和
16
年
12
月
8
日
以
後
の
戦

没
者
の
遺
族
で
弔
慰
金
を
受
給
し
た

人
が
い
た
こ
と
。

　
口
昭
和
40
年
4
月
1
日
か
ら
4
7
年

3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
た

人
が
死
亡
等
に
よ
り
失
権
し
“
他
に

こ
の
年
金
等
を
受
給
す
る
こ
と
の
で

き
る
人
が
い
な
い
こ
と
。

　
日
援
護
法
の
改
正
に
よ
り
、
昭
和

40
年
4
月
2
日
か
ら
47
年
4
月
1
日

ま
で
の
間
に
弔
慰
金
を
受
給
し
、
4
7

年
4
月
1
日
現
在
年
金
等
を
受
け
る

事
の
で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
役
場

社
会
課
宛
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

サ
も
き
き
を
を
キ
キ
も
を
も

公
民
館
図
書
の
整
理
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

　
公
民
館
で
は
、
三
月
二
十
九
日
よ

り
図
書
の
整
理
を
行
な
う
計
画
で
す

公
民
館
の
図
書
を
借
り
た
ま
ま
、
お

手
元
に
置
か
れ
て
い
る
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
大
至
急
返
却
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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す
る
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